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2025連合四国ブロック「地域協議会活動推進会議」

積極的な申込・受検をお願いします

　連合平和行動の最終行動となる「2025 平和行動 in 根室」が 9月 6日（土）～ 7日（日）に
開催され、連合愛媛からは 5名が参加しました。
　初日に開催された「北方四島学習会」では第 1部として、北方領土根室研究会の久保ここ
ろさんから、北方領土をめぐるこれまでの議論と研究会の取り組みについて、中・高生に向
けた出前講座や各種団体との交流、地元FMラジオ番組などを通じた活動などの報告があり
ました。第2部では、色丹島出身「得能 宏」さんの実体験から、
終戦直後の色丹島を舞台に、旧ソ連軍の占領に伴う激変した島
民の暮らしと過酷な運命、決して諦めない家族を想う気持ちや
人と人とのつながりが描かれた「ジョバンニの島」が上映され、
第 1部・2部を通して、北方四島の領土問題の歴史的経過など
について理解を深めることができました。
　 2日目は、納沙布岬・望郷の岬公園に全国各地から 653 人の
仲間が集結、「2025 平和ノサップ集会」が開催され、連合清水事
務局長のあいさつの後、歯舞諸群島勇留島出身の元島民、角鹿　
泰司さんから、故郷・北方四島に寄せる想いと返還の切実な想
いが語られました。その後、2026 平和四行動のスタートの地と
なる連合沖縄へピースフラッグが受け渡され、集会アピールを
採択、最後に北方領土早期返還を願い力強く
「がんばろう」三唱で締めくくりました。
　北方領土は『日本固有の領土』でありなが
ら、旧ソ連による不法占拠から 80 年が経過、
終戦当時 17,291 人の島民の方々は 5,000 人を
下回り、平均年齢はまもなく90歳を迎えます。
一日も早く北方領土が返還されるよう、活動
の継続と次世代へ継承することの重要性を強
く感じました。

　 9月 18 日（木）ホテルマリンパレスさぬきにおいて、2025 年「地協活動推進会議」が開
催され、連合愛媛からは各地域協議会議長と事務局長ならびに事務局 2名が参加しました。
　はじめに、連合本部の中山局長から地協活動の推進に向けて説明があり、「地域協議会の
活動は、地域に顔が見える連合運動の最前線で活動している。しかし、地域のみなさんがど
れだけ連合のことを認知しているか？また、地域の組合員が連合の活動を知っているか？ど
のようにしたら地域協議会活動をブラッシュアップできるか？」などの問題提起がありまし
た。その後のグループ討議では、取り組みの濃淡や十分に活動ができているか？や、組織拡
大に関する地協の関わり方など、四国四県の取り組みについて意見交換をしました。
　最後に、河野総合局長より、「地協活動に関し統一的に取り組む『2つのコア活動』と『各
地域の特性を生かした活動』に再構成し、その取り組み内容を 2年ごとに点検、全国の優良
事例を共有するとともに、さらなる地域協議会活動の底上げと活性化につなげていただきた
い」と締めくくり、各地域協議会が四国ブロックで足並みをそろえ、取り組んでいくことを
全体で確認しました。
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